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ボラセンだより

ボ ラ セ ン だ よ り 第８１号 令和４年 ６月

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
無
理
な
く
、

そ
し
て
自
身
が
楽
し
め
る
こ
と

個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

大
森
優
子

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
に
“
出
産
し
た
人
に

お
む
つ
と
ア
ク
リ
ル
た
わ
し
を
渡
す
為
、
編
む
人
を
募
集
し
ま
す

”
と
記
事
を
見
つ
け
ま
し
た
。

「
こ
れ
な
ら
私
も
出
来
そ
う
」
と
連
絡
し
、
活
動
を
始
め
て
一
年

に
な
り
ま
す
。

間
も
な
く
始
ま
り
、
人
生
の
先
輩
方
や
子
育
て
中
の
方
、
夏
休
み

は
小
学
生
も
来
て
、
若
い
人
、
昔
若
か
っ
た
人
、
手
芸
の
好
き
な

人
が
集
ま
り
和
気
あ
い
あ
い
と
過
ご
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
集
ま
り
を
控
え
る
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
「
次

は
ど
ん
な
モ
チ
ー
フ
を
作
ろ
う
」
と
考
え
た
り
、
他
の
参
加
者
さ

ん
の
作
品
を
見
た
り
、
レ
ク
チ
ャ
ー
し
あ
っ
た
り
す
る
の
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。

以
前
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
気
軽
に
行
き
づ
ら
い
気
が

し
て
い
ま
し
た
。
今
で
は
「
何
だ
か
今
ま
で
も
っ
た
い
な
か
っ
た

な
」
と
感
じ
て
い
ま
す
。

人
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
言
葉

や
、
私
が
常
に
思
う
、
長
く
継
続

で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
出
入

り
が
自
由
だ
と
い
う
事
。
ま
た
無

理
な
く
出
来
る
範
囲
で
、
自
分
自

身
が
楽
し
め
る
事
こ
そ
大
切
だ
と

感
じ
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
大
森
さ
ん
（
左
側
）

～第１７回とうがねボランティアまつり参加団体募集～

〇日 時：令和４年８月６日(土)１１：３０～１５：００
〇場 所：東金中央コミュニティセンター
〇参加条件：上記イベントの目的を理解し参加・協力いただける個人

・団体で以下に該当する者
・東金市内で活動するボランティア・東金市内にある福祉施設

〇内 容：①演芸(ｽﾃｰｼﾞ発表) ②体験コーナー③紹介・展示 ④チラシ・ポスター掲示のみ
※①は６団体まで(１団体１０名までで転換込みで３０分)
※②・③合わせて８団体まで(１団体４名まで)
※事前に企画を提出し当日参加できるもので、

１企画につき１枚企画書提出をお願いいたします。

〇参 加 費：無料（但し、参加経費等は各団体にてご負担下さい）
〇募集期間：６月２４日(金)までにご提出をお願いします。

※申し込み多数の場合は抽選とし結果については７月中旬ごろ郵送にて
お知らせします。

７月２５日(月)に団体説明会を実施しますのでご参加下さい(１団体１名まで)
〇注意事項：・館内での飲食は禁止とします。ただし、熱中症予防の水分補給は除きます。

・物品販売(金銭のやりとり)の企画は禁止とします。
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コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
三
年
目
。
感
染

者
数
が
や
や
減
っ
て
き
て
、
周
辺
が
少

し
ず
つ
動
き
出
し
て
き
た
よ
う
で
す
。

修
学
旅
行
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
観

客
数
の
増
員
も
徐
々
に
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
が
毎
年
実
施
し
て
い
た
、

｢

ボ
ラ
セ
ン
ま
つ
り
」
も
今
年
は
小
規

模
で
す
が
開
催
す
る
予
定
で
話
し
合
い

が
進
ん
で
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
例
年

の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
の
開
催
は
で

き
ま
せ
ん
が
、｢

中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
中
央
公
民
館
）
」
が
会
場

に
な
り
ま
す
。
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で

の
開
催
で
あ
り
、
感
染
拡
大
防
止
等
の

制
約
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
す
る
皆
さ
ん
の
発

表
は
元
気
が
も
ら
え
ま
す
ね
。

（
た
あ
ち
）

｢ボラセンだより｣第８１号いかがでしたか？
ご意見やご感想をぜひお聞かせ下さい。
「お知らせ」や「情報」などの原稿も
お待ちしています。
東金市ボランティア・市民活動センター

TEL 0475-52-5198 FAX 0475-52-8227

ボランティアセンターから

感想やお便りは
メールでも OK ! です。
togane.shakyo@cronos.ocn.ne.jp

つ
ぶ
や
き

②バルーンツイスター
土屋フータロー （個人ボランティア）

今は昔、約3か月の治療期間となる足を骨折。しかし＜ピンチをチャ
ンスに！転んでもただでは起きない！＞の思いから日々の過ごし方を
模索。出会ったのが＜バルーンアート＞。“無”から“有”に変えるこ
のスキルは今でこそ一般的ではあるが当時は新鮮な出会い。
元来、不器用な私だがこのスキルで周りの人を笑顔にできるならとイ
ンターネット検索で関連図書・材料・用具などを確保。ベッドの上で
苦戦しつつ練習開始。その時初めて、ガラスを引っ搔くような音を体
験したがあまり気にはならず、以来10有余年経過。当初、縁あったパ
ソコン教室へのスヌーピー作品寄贈をきっかけに人とのつながりが太
くなって比較的充実した今日に至る。
出来る事を通じて「周りの人をほんのひと時、笑顔にできる」、
芸は身を助けるというほどのスキルではないが認知症予防にも有効で
はないか？ ケガも悪くない！（笑）

ボランティア養成講座

「出来ることから始めよう
～きっかけはどんなことでも～」

令和４年５月２６日（木）に講師の深澤茂樹氏
をお呼びし「ボランティアとは」についてお話
いただきました。また地域や施設などでご活躍
されている五十嵐誠氏と土屋清文氏にマジック
とバルーンの披露もしていただきました。
まずは日常生活に興味を持つこと、相手が何を
望んでいるのかを考えてから始める事、そして
継続することが大切であり、それは人としての
総合力が高まることを学びました。

得意な事や興味のある事など、活動のきっかけと
なる機会となったのではないでしょうか。
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『第30回フードドライブ』
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不要となった食品・食材を企業や個人から引き取
り、支援窓口を通じて申請頂いた生活に困窮する
個人、世帯、福祉関連施設へお配りします。
みなさまのご協力をお願いします。

☆寄付いただきたい食品

穀類・保存食品(缶詰・瓶詰など)
インスタント食品・レトルト食品
乾物・菓子類・飲料・調味料・食用油
防災食など

☆注意いただきたい点

①賞味期限が明記され
2か月以上あるもの

②常温保存可能なもの
③未開封のもの
④破損で中身が出ていないもの
⑤今回は在庫調整のためお米は受付しません
⑥アルコールは受付なし
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